
(57)【要約】

【課題】ＰｏＣの付加機能を実現する付加データを、Ｐ

ｏＣプロトコルに則って配信するＰｏＣデータ送信方法

を提供する。

【解決手段】送信側の端末（ＰｏＣクライアント１）か

らＰｏＣプロトコルに基づいてＰｏＣサーバに送信され

る第1のメッセージに付加データ（設定情報）を付加し

、ＰｏＣクライアント１からＰｏＣサーバに、この第1

のメッセージと共に設定情報を送信する第１のステップ

と、第1のメッセージを受信したＰｏＣサーバからＰｏ

Ｃプロトコルに基づいて一または複数の受信側の端末（

ＰｏＣクライアント２，３）に送信される第２のメッセ

ージに前記設定情報を付加し、ＰｏＣサーバからＰｏＣ

クライアント２，３に、第２のメッセージと共に設定情

報を送信する第２のステップとを有している。このＰｏ

Ｃデータ送信方法では、ＰｏＣプロトコルの下で送信さ

れるメッセージを利用して、付加データの送信が行われ

、ＰｏＣの付加機能が実現される。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 送 信 さ れ る 第 １ の メ ッ セ
ー ジ に 付 加 デ ー タ を 付 加 し 、 送 信 側 の 端 末 か ら 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 、 前 記 第 １ の メ ッ セ ー
ジ と 共 に 前 記 付 加 デ ー タ を 送 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 一
ま た は 複 数 の 受 信 側 の 端 末 に 送 信 さ れ る 第 ２ の メ ッ セ ー ジ に 前 記 付 加 デ ー タ を 付 加 し 、 前
記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 受 信 側 の 端 末 に 、 前 記 第 ２ の メ ッ セ ー ジ と 共 に 前 記 付 加 デ ー タ を 送 信
す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ 及 び 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が 、 Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て セ ッ シ ョ
ン の 開 始 、 変 更 ま た は 終 了 の 際 に 送 信 さ れ る メ ッ セ ー ジ で あ る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ 及 び 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が 、 Ｓ Ｉ Ｐ メ ッ セ ー ジ で あ る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ
送 信 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ が 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ で あ り 、 前 記 第 ２ の
メ ッ セ ー ジ が 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 転 送 さ れ る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ
で あ る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ 開 始 通 知 （ Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ ） メ ッ セ ー ジ で あ り 、 前 記
第 ２ の メ ッ セ ー ジ が 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 転 送 さ れ る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ
セ ー ジ で あ る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ が 通 話 開 始 応 答 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 応 答 ） メ ッ セ ー ジ で あ り 、 前 記 第
２ の メ ッ セ ー ジ が プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） メ ッ セ ー ジ で あ る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送
信 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ が 、 通 話 拒 否 通 知 （ Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ） ま た は 通 話 離 脱 通 知 （ Ｂ Ｙ Ｅ ） の
メ ッ セ ー ジ で あ り 、 前 記 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） メ ッ セ
ー ジ で あ る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ が 、 発 言 権 を 取 得 す る 端 末 か ら 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 送 信 さ れ る メ
ッ セ ー ジ で あ り 、 前 記 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が 、 発 言 権 が 取 得 さ れ た こ と を 伝 え る 前 記 Ｐ ｏ Ｃ
サ ー バ か ら 他 の 端 末 に 送 信 さ れ る メ ッ セ ー ジ で あ る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ 及 び 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト で 送 信 さ れ 、 前 記 付 加
デ ー タ を 含 む Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト が 前 記 Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト に 付 加 さ れ て 送 信 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ デ
ー タ 送 信 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 付 加 デ ー タ を 入 力 ま た は 指 定 す る 入 力 部 と 、
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　 Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 送 信 す る メ ッ セ ー ジ に 前 記 付 加 デ ー タ を 付
加 す る 付 加 メ ッ セ ー ジ 生 成 部 と 、
　 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 ら れ て 来 る メ ッ セ ー ジ に 付 加 さ れ
た デ ー タ を 表 示 す る 表 示 部 と 、
　 を 有 す る 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 ら れ て 来 る メ ッ セ ー ジ に 付 加 さ れ た 付
加 デ ー タ を 解 析 す る 付 加 メ ッ セ ー ジ 処 理 部 と 、
　 Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 一 ま た は 複 数 の 受 信 側 の 端 末 に 送 信 す る メ ッ セ ー ジ に 前 記
付 加 デ ー タ を 付 加 す る 付 加 メ ッ セ ー ジ 生 成 部 と 、
　 を 有 す る Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 、 付 加 デ ー タ を 付 加 し た 第 １ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ
ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ 、 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 受 信 側 の 端 末 に 、 前 記 付 加 デ ー タ を
付 加 し た 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム
に お い て 、
　 送 信 側 の 端 末 が 、 セ ッ シ ョ ン の 開 始 時 に 、 前 記 付 加 デ ー タ と し て 、 発 言 可 能 な 端 末 と 傍
聴 の み 可 能 な 端 末 と を 指 定 す る 情 報 を 送 信 し 、 前 記 送 信 側 の 端 末 に よ っ て 、 発 言 可 能 な 端
末 と 傍 聴 の み 可 能 な 端 末 と が 指 定 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 、 付 加 デ ー タ を 付 加 し た 第 １ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ
ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ 、 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 受 信 側 の 端 末 に 、 前 記 付 加 デ ー タ を
付 加 し た 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム
に お い て 、
　 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 へ の 参 加 を 拒 否 す る 端 末 ま た は Ｐ ｏ Ｃ 通 話 か ら 離 脱 す る 端 末 が 、 前 記 付 加 デ
ー タ と し て 、 参 加 拒 否 理 由 ま た は 離 脱 理 由 の 情 報 を 送 信 し 、 前 記 付 加 デ ー タ を 受 信 し た 端
末 が 、 送 ら れ た 参 加 拒 否 理 由 ま た は 離 脱 理 由 を 表 示 す る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 、 付 加 デ ー タ を 付 加 し た 第 １ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ
ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ 、 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 受 信 側 の 端 末 に 、 前 記 付 加 デ ー タ を
付 加 し た 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム
に お い て 、
　 送 信 側 の 端 末 が 、 セ ッ シ ョ ン の 開 始 時 ま た は 発 言 権 の 取 得 時 に 、 前 記 付 加 デ ー タ と し て
、 確 認 音 の デ ー タ を 送 信 し 、 受 信 側 の 端 末 は 、 前 記 送 信 側 の 端 末 の 動 作 を 確 認 す る 確 認 音
と し て 、 前 記 送 信 側 の 端 末 か ら 送 ら れ た 確 認 音 を 使 用 す る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 、 付 加 デ ー タ を 付 加 し た 第 １ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ
ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ 、 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 受 信 側 の 端 末 に 、 前 記 付 加 デ ー タ を
付 加 し た 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム
に お い て 、
　 送 信 側 の 端 末 が 、 セ ッ シ ョ ン の 開 始 時 に 、 前 記 付 加 デ ー タ と し て 、 ユ ー ザ ー ア イ コ ン ま
た は Ｂ Ｇ Ｍ 音 楽 デ ー タ を 送 信 し 、 受 信 側 の 端 末 は 、 前 記 送 信 側 の 端 末 が 発 言 権 を 取 得 し た
と き に 、 前 記 送 信 側 の 端 末 か ら 送 ら れ た ユ ー ザ ー ア イ コ ン ま た は Ｂ Ｇ Ｍ を 表 示 す る Ｐ ｏ Ｃ
通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 、 付 加 デ ー タ を 付 加 し た 第 １ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ
ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ 、 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 受 信 側 の 端 末 に 、 前 記 付 加 デ ー タ を
付 加 し た 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム
に お い て 、
　 送 信 側 の 端 末 が 、 発 言 権 の 取 得 時 に 、 前 記 付 加 デ ー タ と し て 、 オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ を
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送 信 し 、 受 信 側 の 端 末 は 、 前 記 送 信 側 の 端 末 が 発 言 権 を 維 持 し て い る 間 、 前 記 送 信 側 の 端
末 か ら 送 ら れ た 前 記 オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ を 表 示 す る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 、 付 加 デ ー タ を 付 加 し た 第 １ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ
ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ 、 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 受 信 側 の 端 末 に 、 前 記 付 加 デ ー タ を
付 加 し た 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム
に お い て 、
　 送 信 側 の 端 末 が 、 発 言 権 の 取 得 時 に 、 前 記 付 加 デ ー タ と し て 、 複 数 の ア イ コ ン の 中 か ら
選 択 し た ア イ コ ン を 送 信 し 、 受 信 側 の 端 末 は 、 前 記 送 信 側 の 端 末 が 発 言 権 を 維 持 し て い る
間 、 前 記 送 信 側 の 端 末 か ら 送 ら れ た ア イ コ ン を 表 示 す る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 、 付 加 デ ー タ を 付 加 し た 第 １ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ
ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ 、 前 記 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 受 信 側 の 端 末 に 、 前 記 付 加 デ ー タ を
付 加 し た 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム
に お い て 、
　 送 信 側 の 端 末 が 、 発 言 権 の 取 得 時 に 、 前 記 付 加 デ ー タ と し て 、 発 言 権 開 放 時 刻 の 情 報 を
送 信 し 、 受 信 側 の 端 末 は 、 前 記 送 信 側 の 端 末 か ら 送 ら れ た 発 言 権 開 放 時 刻 の 情 報 に 基 づ い
て カ ウ ン ト ダ ウ ン を 表 示 す る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｐ ｏ Ｃ （ Push-to-Talk over Cellular） の プ ロ ト コ ル に 則 っ て 付 加 デ ー タ を
配 信 す る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 と 、 そ の 方 法 を 実 施 す る シ ス テ ム 及 び 装 置 に 関 し 、 付 加 デ
ー タ の 配 信 に よ り Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 付 加 機 能 を 実 現 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ト ラ ン シ ー バ や 業 務 用 無 線 機 は 、 そ の 端 末 に 備 わ る 発 話 用 ボ タ ン を 押 下 し た 状 態 で 発 話
し 、 こ の ボ タ ン を 解 放 し た 状 態 で 他 の 話 者 か ら 送 ら れ た 発 話 内 容 を 音 声 出 力 す る Ｐ Ｔ Ｔ （
Push-to-Talk） 機 能 を 備 え て い る が 、 こ の Ｐ Ｔ Ｔ 機 能 を 携 帯 電 話 で 実 現 し た も の が Ｐ ｏ Ｃ
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｐ ｏ Ｃ 機 能 を 持 つ 携 帯 電 話 は 、 例 え ば 電 話 帳 か ら 一 ま た は 複 数 の 通 話 相 手 を 選 び 、 携 帯
電 話 に 備 わ る 専 用 の 通 話 ボ タ ン を 押 下 ・ 解 放 す る こ と に よ り 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ を 介 し て 、 一
ま た は 複 数 の 相 手 と 半 二 重 通 信 で の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ ７ は 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム の 概 念 図 を 示 し 、 図 １ ８ は 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム の セ ッ
シ ョ ン 開 始 時 の シ ー ケ ン ス 、 ま た 、 図 １ ９ は 、 発 言 権 確 保 の シ ー ケ ン ス を 示 し て い る 。 こ
の シ ス テ ム は 、 Ｐ Ｔ Ｔ 機 能 を 装 備 し た 携 帯 端 末 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ と 、 Ｐ ｏ Ｃ 制 御 機 能 を 有
す る Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ と 、 携 帯 電 話 網 ４ ０ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 Ｐ ｏ Ｃ 制 御 機 能 と し て 、 Ｓ Ｉ Ｐ （ Session Initiation Protocol
） に よ る セ ッ シ ョ ン 処 理 （ 例 え ば Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン 開 始 、 変 更 、 終 了 な ど ） や 、 発 言 統 制
等 の 機 能 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 端 末 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ は 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ の 制 御 の 下 に セ ッ シ ョ ン を 確 立 し 、 Ｐ ｏ Ｃ
サ ー バ １ ０ か ら 発 言 権 を 得 た 端 末 だ け が 音 声 デ ー タ を 送 信 す る 。 他 の 端 末 は 、 発 言 権 が 得
ら れ る ま で は 、 受 信 し た 音 声 デ ー タ の 出 力 処 理 だ け を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ ８ は 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ の Ｓ Ｉ Ｐ セ ッ シ ョ ン 処 理 を 受 け て 、 端 末 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３
の セ ッ シ ョ ン が 開 始 さ れ る 時 の シ ー ケ ン ス を 示 し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 各 端 末 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ は 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 対 し て 事 前 に Ｐ ｏ Ｃ 開 始 通 知 （ Ｒ Ｅ Ｇ
Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ ） （ １ ） （ ２ ） （ ３ ） を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ユ ー ザ ー Ａ が 、 例 え ば 端 末 ２ １ の 電 話 帳 か ら ユ ー ザ ー Ｂ 及 び ユ ー ザ ー Ｃ を 選 び 、 端 末 ２
１ の 発 信 ボ タ ン を 押 す と 、 そ の メ ン バ ー に 対 す る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） （ ４ ） が
Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 さ れ 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら ユ ー ザ ー Ｂ の 端 末 ２ ２ 及 び ユ ー ザ ー
Ｃ の 端 末 ２ ３ に 、 そ れ ぞ れ 通 話 開 始 要 求 メ ッ セ ー ジ （ ５ ） （ ６ ） が 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 通 話 開 始 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 端 末 ２ ２ か ら 、 ユ ー ザ ー Ｂ が 通 話 に 応 じ る 操 作 を 行
う と 、 リ ク エ ス ト 成 功 の 通 話 開 始 応 答 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 応 答 ） （ ７ ） が 端 末 ２ ２ か ら Ｐ ｏ Ｃ
サ ー バ １ ０ に 送 信 さ れ 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら 端 末 ２ １ に 転 送 さ れ る （ ８ ） 。 ま た 、 Ｐ ｏ
Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 端 末 ２ ２ の 参 加 を 示 す プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） （ ９ ） （ １
０ ） を 、 端 末 ２ ３ と 端 末 ２ １ と に 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 通 話 開 始 要 求 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 端 末 ２ ３ か ら 、 ユ ー ザ ー Ｃ が 通 話 に 応 じ る 操 作 を 行
っ た 場 合 も 同 様 の 手 順 が 行 わ れ る 。 一 方 、 ユ ー ザ ー Ｃ が 通 話 に 応 じ な い 操 作 を 行 っ た 場 合
は 、 通 話 拒 否 通 知 （ Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ） （ １ １ ） が 端 末 ２ ３ か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 さ れ 、 Ｐ
ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 端 末 ２ ３ の 不 参 加 を 示 す プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） （ １ ２
） （ １ ３ ） を 端 末 ２ １ と 端 末 ２ ２ と に 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ９ は 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ の 発 言 統 制 の 下 で 、 端 末 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ が 発 言 権
を 確 保 す る 際 の シ ー ケ ン ス を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｐ ｏ Ｃ 仕 様 で は 、 前 述 す る よ う に 、 セ ッ シ ョ ン の 開 始 ・ 終 了 に Ｓ Ｉ Ｐ プ ロ ト コ ル を 使 用
し （ 図 １ ８ の 場 合 ） 、 通 話 中 の 音 声 デ ー タ の や り 取 り に 、 デ ー タ 転 送 プ ロ ト コ ル で あ る Ｒ
Ｔ Ｐ （ Real-time Transport Protocol） と 、 Ｒ Ｔ Ｐ で デ ー タ を 送 受 信 す る た め の セ ッ シ ョ
ン を 制 御 す る Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ （ RTP Control Protocol） と を 使 用 し て い る （ 図 １ ９ の 場 合 ） 。 Ｐ
ｏ Ｃ 中 で の 発 言 権 の 取 得 ／ 被 取 得 情 報 の や り 取 り は Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ を 用 い て 行 わ れ る 。 す な わ ち
、 Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル は 、 Ｓ Ｉ Ｐ 、 Ｒ Ｔ Ｐ 、 Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 発 言 権 を 求 め る ユ ー ザ ー Ａ が 端 末 ２ １ の 通 話 ボ タ ン を 押 す と 、 端 末 ２ １ か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー
バ １ ０ に 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） （ ２ １ ） の Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト が 送 信 さ れ る 。
発 言 権 を 管 理 す る Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 発 言 権 が 未 付 与 で あ る 場 合 に 、 端 末 ２ １ に 対 し て
発 言 権 取 得 通 知 （ Floor Grant） （ ２ ２ ） を 送 り 、 「 発 言 権 付 与 済 」 と い う 発 言 権 の ス テ
ー タ ス を 記 憶 し 、 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に 対 し て 発 言 権 被 取 得 通 知 （ Floor Taken） （ ２
３ ） （ ２ ４ ） を 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 発 言 権 を 得 た ユ ー ザ ー Ａ は 、 通 話 ボ タ ン を 押 し た ま ま 端 末 ２ １ か ら 音 声 を 入 力 す る 。 音
声 デ ー タ は Ｒ Ｔ Ｐ パ ケ ッ ト に 生 成 さ れ て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 ら れ （ ２ ５ ） （ ２ ８ ） 、 Ｐ
ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に 転 送 さ れ る （ ２ ６ ） （ ２ ７ ） （ ２ ９ ） （ ３ ０
） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の と き 、 端 末 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ の 画 面 に は 、 図 ２ ０ に 例 示 す る よ う に 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 中
を 示 す 表 示 や 、 発 言 者 、 参 加 者 の 情 報 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ユ ー ザ ー Ａ が 端 末 ２ １ の 通 話 ボ タ ン を 放 す と 、 端 末 ２ １ か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 発 言 権
開 放 要 求 （ Floor Rlease） （ ３ １ ） の Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト が 送 信 さ れ る 。 こ れ を 受 け た Ｐ ｏ
Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 端 末 ２ １ に 対 し て 発 言 権 開 放 通 知 （ Floor Idle） （ ３ ２ ） を 送 り 、 発 言
権 の ス テ ー タ ス を 「 発 言 権 未 付 与 」 に 更 新 し 、 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に 対 し て 発 言 権 開 放
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通 知 （ Floor Idle） （ ３ ３ ） （ ３ ４ ） を 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 「 発 言 権 付 与 済 」 の 期 間 中 に 他 の 端 末 か ら 発 言 権 取 得 要 求
（ Floor Request） を 受 信 し た 場 合 は 、 こ れ を 拒 否 す る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Push-to-Talk over Cellular (PoC)-Architecture-2.0.8、 第 ６ 頁
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し 、 Ｐ ｏ Ｃ シ ス テ ム の 仕 様 は 、 端 末 間 で の 音 声 デ ー タ の 送 受 信 を サ ポ ー ト し て い る
だ け で あ り 、 デ ー タ 、 映 像 、 サ ウ ン ド 等 の 送 受 信 に は 対 応 し て い な い 。 そ の た め 、 図 １ ８
及 び 図 １ ９ の シ ー ケ ン ス の 中 で 、 例 え ば 、 発 言 可 能 な 端 末 と 傍 聴 の み 可 能 な 端 末 と を 指 定
す る 情 報 を 送 信 し た り 、 発 言 時 の 感 情 を 表 現 す る ア イ コ ン を 各 端 末 に 送 信 し た り す る こ と
は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 も し も 、 発 言 可 能 な 端 末 と 傍 聴 の み 可 能 な 端 末 と の 指 定 情 報 を Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 開 始 時 に 各
端 末 に 配 信 す る こ と が で き る な ら ば 、 グ ル ー プ 間 の 会 話 を 適 切 に コ ン ト ロ ー ル す る こ と が
可 能 に な り 、 ま た 、 発 言 権 の 取 得 時 に 発 言 者 の 感 情 を 表 す ア イ コ ン を 各 端 末 に 配 信 す る こ
と が で き る な ら ば 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 表 現 の 幅 を 広 げ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 付 加 デ ー タ の 配 信 は 、 Ｐ ｏ Ｃ の 付 加 機 能 の 拡 充 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 で 利 用 す る デ ー タ を Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 開 始 前 に イ ン タ ー ネ ッ ト メ ー ル や Ｓ Ｍ Ｓ （
Short Massage Service） 等 の 別 手 段 で 受 信 側 に 送 る こ と は 可 能 で あ る が 、 こ れ ら の 方 法
で は 、 受 信 デ ー タ の 内 容 を Ｐ ｏ Ｃ 通 話 に 反 映 さ せ る 受 信 側 ユ ー ザ ー （ Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト
） の 処 理 が 必 要 で あ り 、 Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト の 負 担 が 大 き い 。 ま た 、 こ れ ら の デ ー タ 送 信
方 法 で は 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 開 始 ／ 終 了 、 発 言 権 取 得 等 の タ イ ミ ン グ に 同 期 さ せ て デ ー タ を 送
っ た り 、 そ の タ イ ミ ン グ で デ ー タ を 自 動 的 に 利 用 し た り す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 こ う し た 事 情 に 鑑 み て 創 案 し た も の で あ り 、 Ｐ ｏ Ｃ の 付 加 機 能 を 実 現 す る 付
加 デ ー タ を 、 Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 則 っ て 配 信 す る Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 を 提 供 し 、 ま た 、
そ の 方 法 を 実 行 し て 、 Ｐ ｏ Ｃ の 各 種 の 付 加 機 能 を 実 現 す る シ ス テ ム 及 び 装 置 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 は 、 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て Ｐ ｏ
Ｃ サ ー バ に 送 信 さ れ る 第 １ の メ ッ セ ー ジ に 付 加 デ ー タ を 付 加 し 、 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ
サ ー バ に 、 こ の 第 １ の メ ッ セ ー ジ と 共 に 付 加 デ ー タ を 送 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、 第 １ の
メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 一 ま た は 複 数 の 受 信
側 の 端 末 に 送 信 さ れ る 第 ２ の メ ッ セ ー ジ に 前 記 付 加 デ ー タ を 付 加 し 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 受
信 側 の 端 末 に 、 第 ２ の メ ッ セ ー ジ と 共 に 前 記 付 加 デ ー タ を 送 信 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で は 、 Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル の 下 で 送 信 さ れ る メ ッ セ ー ジ を 利 用
し て 、 端 末 間 で の 付 加 デ ー タ の 配 信 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で は 、 セ ッ シ ョ ン の 開 始 、 変 更 ま た は 終 了 の 際 に
送 信 さ れ る Ｓ Ｉ Ｐ メ ッ セ ー ジ を 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で は 、 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ と し て 通 話 開 始 要 求
（ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ を 使 用 し 、 前 記 第 ２ の メ ッ セ ー ジ と し て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 転
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送 さ れ る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で は 、 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ と し て Ｐ ｏ Ｃ 開 始 通
知 （ Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ ） メ ッ セ ー ジ を 使 用 し 、 前 記 第 ２ の メ ッ セ ー ジ と し て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ
か ら 転 送 さ れ る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で は 、 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ と し て 通 話 開 始 応 答
（ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 応 答 ） メ ッ セ ー ジ を 使 用 し 、 前 記 第 ２ の メ ッ セ ー ジ と し て プ レ ゼ ン ス 情 報
通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） メ ッ セ ー ジ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で は 、 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ と し て 、 通 話 拒 否 通
知 （ Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ） ま た は 通 話 離 脱 通 知 （ Ｂ Ｙ Ｅ ） の メ ッ セ ー ジ を 使 用 し 、 前 記 第 ２ の メ ッ セ
ー ジ と し て プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） メ ッ セ ー ジ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で は 、 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ と し て 、 発 言 権 を 取
得 す る 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 送 信 さ れ る メ ッ セ ー ジ を 使 用 し 、 前 記 第 ２ の メ ッ セ ー ジ と
し て 、 発 言 権 が 取 得 さ れ た こ と を 伝 え る Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら 他 の 端 末 に 送 信 さ れ る メ ッ セ ー
ジ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ デ ー タ 送 信 方 法 で は 、 前 記 第 １ の メ ッ セ ー ジ 及 び 第 ２ の メ ッ セ ー
ジ を Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト で 送 信 し 、 付 加 デ ー タ を 含 む Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト を 前 記 Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ
ッ ト に 付 加 し て 送 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 携 帯 端 末 は 、 付 加 デ ー タ を 入 力 ま た は 指 定 す る 入 力 部 と 、 Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト
コ ル に 基 づ い て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 送 信 す る メ ッ セ ー ジ に 前 記 付 加 デ ー タ を 付 加 す る 付 加 メ ッ
セ ー ジ 生 成 部 と 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 ら れ て 来 る メ ッ セ ー ジ
に 付 加 さ れ た デ ー タ を 表 示 す る 表 示 部 と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 携 帯 端 末 は 、 付 加 デ ー タ を 利 用 す る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 付 加 機 能 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ は 、 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 ら れ
て 来 る メ ッ セ ー ジ に 付 加 さ れ た 付 加 デ ー タ を 解 析 す る 付 加 メ ッ セ ー ジ 処 理 部 と 、 Ｐ ｏ Ｃ プ
ロ ト コ ル に 基 づ い て 一 ま た は 複 数 の 受 信 側 の 端 末 に 送 信 す る メ ッ セ ー ジ に 前 記 付 加 デ ー タ
を 付 加 す る 付 加 メ ッ セ ー ジ 生 成 部 と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ は 、 端 末 間 で の 付 加 デ ー タ の 配 信 を 仲 介 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム は 、 送 信 側 の 端 末 か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 、 付 加 デ ー タ
を 付 加 し た 第 １ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ い て 送 信 さ れ 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ か ら
受 信 側 の 端 末 に 、 前 記 付 加 デ ー タ を 付 加 し た 第 ２ の メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 基 づ
い て 送 信 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で あ っ て 、 送 信 側 の 端 末 が 、 セ ッ シ ョ ン の 開 始 時 に 、
前 記 付 加 デ ー タ と し て 、 発 言 可 能 な 端 末 と 傍 聴 の み 可 能 な 端 末 と を 指 定 す る 情 報 を 送 信 す
る こ と に よ り 、 発 言 可 能 な 端 末 と 傍 聴 の み 可 能 な 端 末 と を 指 定 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の シ ス テ ム で は 、 発 信 側 の ユ ー ザ ー が グ ル ー プ 間 の 会 話 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 へ の 参 加 を 拒 否 す る 端 末 ま た は Ｐ
ｏ Ｃ 通 話 か ら 離 脱 す る 端 末 が 、 前 記 付 加 デ ー タ と し て 、 参 加 拒 否 理 由 ま た は 離 脱 理 由 の 情
報 を 送 信 し 、 前 記 付 加 デ ー タ を 受 信 し た 端 末 が 、 送 ら れ た 参 加 拒 否 理 由 ま た は 離 脱 理 由 を
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表 示 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の シ ス テ ム で は 、 詳 し い 参 加 拒 否 理 由 や 離 脱 理 由 を 参 加 者 に 知 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 送 信 側 の 端 末 が 、 セ ッ シ ョ ン の 開 始 時 ま た は
発 言 権 の 取 得 時 に 、 前 記 付 加 デ ー タ と し て 、 確 認 音 の デ ー タ を 送 信 し 、 受 信 側 の 端 末 は 、
前 記 送 信 側 の 端 末 の 動 作 を 確 認 す る 確 認 音 と し て 、 前 記 送 信 側 の 端 末 か ら 送 ら れ た 確 認 音
を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の シ ス テ ム で は 、 確 認 音 を 聞 く だ け で 、 対 象 の 端 末 を 判 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 送 信 側 の 端 末 が 、 セ ッ シ ョ ン の 開 始 時 に 、 前
記 付 加 デ ー タ と し て 、 ユ ー ザ ー ア イ コ ン ま た は Ｂ Ｇ Ｍ 音 楽 デ ー タ を 送 信 し 、 受 信 側 の 端 末
は 、 そ の 送 信 側 の 端 末 が 発 言 権 を 取 得 し た と き に 、 そ の 送 信 側 の 端 末 か ら 送 ら れ た ユ ー ザ
ー ア イ コ ン ま た は Ｂ Ｇ Ｍ を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の シ ス テ ム で は 、 参 加 者 の 各 端 末 に お い て 、 発 言 中 の ユ ー ザ ー に 対 応 す る ア イ コ ン や
Ｂ Ｇ Ｍ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 送 信 側 の 端 末 が 、 発 言 権 の 取 得 時 に 、 前 記 付
加 デ ー タ と し て 、 オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ を 送 信 し 、 受 信 側 の 端 末 は 、 そ の 送 信 側 の 端 末 が
発 言 権 を 維 持 し て い る 間 、 送 信 側 の 端 末 か ら 送 ら れ た 前 記 オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ を 表 示 す
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の シ ス テ ム で は 、 聞 き 漏 れ や 聞 き 間 違 い を 無 く す 手 段 と し て オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ を
使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 送 信 側 の 端 末 が 、 発 言 権 の 取 得 時 に 、 前 記 付
加 デ ー タ と し て 、 複 数 の ア イ コ ン の 中 か ら 選 択 し た ア イ コ ン を 送 信 し 、 受 信 側 の 端 末 は 、
そ の 送 信 側 の 端 末 が 発 言 権 を 維 持 し て い る 間 、 送 信 側 の 端 末 か ら 送 ら れ た ア イ コ ン を 表 示
す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の シ ス テ ム で は 、 楽 し い 話 題 の と き は 笑 顔 の ア イ コ ン を 受 信 側 端 末 に 表 示 し 、 悲 し い
話 題 の と き は 悲 し い 顔 の ア イ コ ン を 受 信 側 端 末 に 表 示 す る こ と な ど が 可 能 で あ り 、 Ｐ ｏ Ｃ
通 話 の 表 現 の 幅 を 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 送 信 側 の 端 末 が 、 発 言 権 の 取 得 時 に 、 前 記 付
加 デ ー タ と し て 、 発 言 権 開 放 時 刻 の 情 報 を 送 信 し 、 受 信 側 の 端 末 は 、 送 信 側 の 端 末 か ら 送
ら れ た 発 言 権 開 放 時 刻 の 情 報 に 基 づ い て カ ウ ン ト ダ ウ ン を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の シ ス テ ム で は 、 前 の 発 言 の 終 了 か ら 、 間 を 置 か ず に 次 の 発 言 者 が 発 言 権 を 取 得 し て
発 言 す る こ と が 可 能 に な り 、 ス ム ー ス な 会 話 が 実 現 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 で は 、 Ｐ ｏ Ｃ の 付 加 機 能 を 実 現 す る 付 加 デ ー タ を 、 Ｐ ｏ Ｃ プ ロ ト コ ル に 則 っ て 配
信 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 ユ ー ザ ー に 負 担 を 強 い る こ と 無 く 、 Ｐ ｏ Ｃ の 機 能 を 拡 充
し 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 表 現 の 幅 を 広 げ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 携 帯 端 末 の 構 成 を 図 １ に 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ の 構 成 を 図 ２ に 示 し
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て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 携 帯 端 末 ２ ０ は 、 従 来 の Ｐ ｏ Ｃ 機 能 の 他 に 、 送 信 情 報 に 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ を
加 え る と と も に 、 受 信 情 報 の 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ に 基 づ く 処 理 を 行 う 新 規 機 能 を
備 え て い る 。 図 １ は 、 携 帯 端 末 ２ ０ の 新 規 機 能 に 係 わ る 構 成 ブ ロ ッ ク を 示 し て お り 、 入 力
部 ３ ３ と 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 ３ ２ と 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 保 持 部 ３
４ と 、 送 受 信 部 ３ １ と 、 出 力 デ バ イ ス ３ ５ （ 表 示 部 ３ ６ 及 び ス ピ ー カ ３ ７ ） と を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 入 力 部 ３ ３ か ら は 、 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ 、 あ る い は 、 そ れ ら を 指 定 す る 指 定 情
報 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 ３ ２ は 、 入 力 部 ３ ３ か ら の 入 力 情 報 に 基 づ い て 付 加 デ
ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ を 生 成 し 、 あ る い は 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 保 持 部 ３ ４ か ら 付
加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ を 読 み 出 し 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ へ の 送 信 情 報 に 付 加 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 保 持 部 ３ ４ は 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 ３ ２ で 生 成
さ れ た 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 送 受 信 部 ３ １ は 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 ３ ２ が 作 成 し た 送 信 情 報 を Ｐ ｏ Ｃ サ
ー バ １ ２ に 送 信 し 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ２ か ら の 受 信 情 報 を 出 力 デ バ イ ス ３ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 出 力 デ バ イ ス ３ ５ は 、 受 信 情 報 に 付 加 さ れ た 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ を 表 示 す る 表
示 部 ３ ６ 、 音 声 デ ー タ で あ る 、 ま た は 音 声 デ ー タ に 変 換 さ れ た 付 加 デ ー タ 、 付 加 メ ッ セ ー
ジ を 出 力 す る ス ピ ー カ ３ ７ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 従 来 の Ｐ ｏ Ｃ 制 御 機 能 の 他 に 、 携 帯 端 末 ２ ０ か ら 送 ら れ た
情 報 に 付 加 さ れ て い る 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ を 、 他 の 携 帯 端 末 へ の 送 信 情 報 に 付 加
す る 新 規 機 能 を 備 え て い る 。 図 ２ は 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ の 新 規 機 能 に 係 わ る 構 成 ブ ロ ッ ク
を 示 し て お り 、 受 信 部 １ １ と 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 処 理 部 １ ２ と 、 付 加 メ ッ セ ー ジ
（ デ ー タ ） 記 憶 部 １ ３ と 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 １ ４ と 、 送 信 部 １ ５ と を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 受 信 部 １ １ は 、 携 帯 端 末 ２ ０ か ら の 送 信 情 報 を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 処 理 部 １ ２ は 、 受 信 情 報 に 付 加 さ れ た 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ
セ ー ジ を 解 析 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 記 憶 部 １ ３ は 、 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ を デ ー タ 送 信 元
情 報 と 結 び 付 け て 保 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 １ ４ は 、 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ を 付 加 し た 、 携
帯 端 末 ２ ０ へ の 送 信 情 報 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 送 信 部 １ ５ は 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 １ ４ が 生 成 し た 送 信 情 報 を 携 帯 端 末 ２
０ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム の 概 念 図 は 、 図 １ ７ と 同 じ で あ り 、 端 末 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ は 、
図 １ の 構 成 を 有 し 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 図 ２ の 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 ま た 、 携 帯 端 末 ２ ０ 及 び Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ 間 の 通 信 手 順 は 、 従 来 シ ス テ ム の シ ー ケ ン ス
と 同 じ で あ り 、 そ こ で 交 信 さ れ る 情 報 に 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ が 付 加 さ れ て い る 点
が 従 来 と 違 っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 下 、 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ の 内 容 、 そ れ ら を 付 加 し た 送 信 情 報 の 送 信 タ イ ミ ン
グ 、 及 び 、 付 加 デ ー タ や 付 加 メ ッ セ ー ジ の 付 加 に よ り 実 現 さ れ る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 付 加 機 能 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 特 定 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 に お い て 、 発 言 可 能 な 端 末 と 傍 聴 の み
可 能 な 端 末 と を 指 定 す る 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 例 え ば 、 図 １ ７ の ユ ー ザ ー Ａ は 、 端 末 ２ １ の 電 話 帳 か ら ユ ー ザ ー Ｂ 及 び ユ ー ザ ー Ｃ の グ
ル ー プ を 選 び 、 入 力 部 ３ ３ か ら 、 ユ ー ザ ー Ｂ を 発 言 可 能 な ク ラ イ ア ン ト 、 ユ ー ザ ー Ｃ を 傍
聴 の み 可 能 な ク ラ イ ア ン ト と 指 定 す る 。 こ れ を 受 け て 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部
３ ２ は 、 ユ ー ザ ー Ｂ の 端 末 ２ ２ を 発 言 可 能 端 末 、 ユ ー ザ ー Ｃ の 端 末 ２ ３ を 発 言 不 可 端 末 と
す る 設 定 情 報 を 付 加 デ ー タ と し て 作 成 し 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 保 持 部 ３ ４ に 格 納 す
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ユ ー ザ ー Ａ が 端 末 ２ １ の 発 信 ボ タ ン を 押 す と 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 ３ ２ は
、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 す る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ （ 図 １ ８ の （ ４
） ） に 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 保 持 部 ３ ４ で 保 持 さ れ た 設 定 情 報 を 付 加 す る 。 送 受 信
部 ３ １ は 、 付 加 デ ー タ が 加 え ら れ た 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ を Ｐ ｏ Ｃ サ
ー バ １ ０ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 前 述 す る よ う に 、 Ｐ ｏ Ｃ 仕 様 で は 、 セ ッ シ ョ ン の 開 始 ・ 終 了 に Ｓ Ｉ Ｐ プ ロ ト コ ル が 使 用
さ れ て お り 、 Ｓ Ｉ Ｐ メ ッ セ ー ジ で あ る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ は 、 図 ３
に 例 示 す る よ う に 、 送 信 元 や 送 信 先 の 情 報 を 含 む ヘ ッ ダ 部 と 、 メ ッ セ ー ジ 本 体 の ボ デ ィ 部
と で 構 成 さ れ て い る 。 Ｓ Ｉ Ｐ メ ッ セ ー ジ で は 、 Ｈ Ｔ Ｔ Ｐ と 同 じ よ う に 「 マ ル チ パ ー ト 」 と
い う 形 で 複 数 種 類 の メ ッ セ ー ジ を 一 度 に 送 信 す る こ と が 可 能 で あ り 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ
ー タ ） 生 成 部 ３ ２ で 生 成 さ れ た 付 加 デ ー タ は 、 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ
の ボ デ ィ 部 に 記 述 さ れ て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 ら れ る 。 図 ３ で は 、 ボ デ ィ 部 ３ が 付 加 デ ー
タ を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ で は 、 付 加
メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 処 理 部 １ ２ が メ ッ セ ー ジ を 解 析 し 、 端 末 ２ １ か ら の 付 加 デ ー タ と し
て 「 端 末 ２ ２ ： 発 言 可 能 端 末 、 端 末 ２ ３ ： 発 言 不 可 端 末 」 と す る 設 定 情 報 を 付 加 メ ッ セ ー
ジ （ デ ー タ ） 記 憶 部 １ ３ に 記 録 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） を 受 信 し た Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、
通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） を 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に 転 送 す る が 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （
デ ー タ ） 生 成 部 １ ４ は 、 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に 送 る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ
セ ー ジ （ 図 １ ８ の （ ５ ） 、 （ ６ ） ） に 対 し て 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 記 憶 部 １ ３ に 記
録 し た 付 加 デ ー タ を 付 加 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ が Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら 送 ら れ た 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ）
を 受 信 す る こ と に よ り 、 発 信 者 に よ り 指 定 さ れ た 設 定 情 報 が 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に 伝 え
ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ は 、 こ の 設 定 情 報 を 表 示 部 ３ ６ に 表 示 す る と と も に 、 端 末 ２ １ を
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発 信 者 と す る 今 回 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 に 対 し て 、 設 定 情 報 に 基 づ く 通 話 設 定 を 行 う 。 そ の た め 、
端 末 ２ ３ は 、 通 話 の 傍 聴 だ け が 可 能 に な り 、 ユ ー ザ ー Ｃ が 発 言 権 取 得 の 操 作 を 行 っ た 場 合
は 、 例 え ば 警 告 を 表 示 し て 、 発 言 で き な い こ と を 知 ら せ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ４ は 、 付 加 デ ー タ の 伝 達 か ら Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 付 加 機 能 の 設 定 に 至 る ま で の 順 序 を 模 式 的
に 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 １ ） 通 話 開 始 時 に 発 信 側 の Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト は 、 Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト ２ 、 ３ に 対 す る
設 定 情 報 を Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 送 信 す る 。
　 ２ ） Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ は 、 着 信 側 の Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト ２ 、 ３ に 対 し て 設 定 値 を 送 る 。
　 ３ ） 着 信 側 の Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト ２ 、 ３ は 、 設 定 値 に 従 っ て 通 話 設 定 を 行 う 。
　 こ う し て 、 発 信 者 は 、 発 言 可 能 な 端 末 と 傍 聴 の み 可 能 な 端 末 と を 設 定 し て 、 グ ル ー プ 間
の 会 話 を コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 発 信 側 Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト が 、 付 加 デ ー タ を 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ
Ｔ Ｅ ） （ 図 １ ８ の （ ４ ） ） に 付 加 し て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 送 る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 付 加
デ ー タ を 、 Ｓ Ｉ Ｐ メ ッ セ ー ジ の Ｐ ｏ Ｃ 開 始 通 知 （ Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ ） メ ッ セ ー ジ （ 図 １ ８
の （ １ ） ） に 付 加 し て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ に 送 る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 そ の 後 の Ｐ ｏ Ｃ
サ ー バ 及 び 着 信 側 Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト の 動 作 は 変 わ り が な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 こ こ で は 、 発 信 側 Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト が 、 設 定 情 報 と し て 、 着 信 側 Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ
ア ン ト の 発 言 可 ・ 不 可 を 設 定 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 そ れ だ け に 限 ら ず 、 発 信 側 Ｐ
ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト は 、 Ｓ Ｉ Ｐ メ ッ セ ー ジ の 「 マ ル チ パ ー ト 」 を 活 用 し て 、 通 話 開 始 要 求 （
Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） や Ｐ ｏ Ｃ 開 始 通 知 （ Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ ） の メ ッ セ ー ジ に 「 テ キ ス ト 」 「 画
像 」 「 Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ （ Musical Instruments Digital Interface） デ ー タ 」 等 の 各 種 デ ー タ を
付 加 す る こ と に よ り 、 開 始 す る Ｐ ｏ Ｃ 通 話 で の み 有 効 と な る 各 種 設 定 を 、 同 様 の 方 法 で 実
現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 へ の 参 加 を 拒 否 す る 際 や 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 か ら 離
脱 す る 際 に 、 詳 細 な 参 加 拒 否 理 由 や 離 脱 理 由 の 通 知 を 可 能 に す る 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 従 来 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 で も 、 通 話 を 拒 否 す る 場 合 に 、 Ｐ ｏ Ｃ 仕 様 で 決 め ら れ た 「 運 転 中 」 「
タ イ ム ア ウ ト 」 等 の 極 め て 大 雑 把 な 拒 否 理 由 を 通 知 す る こ と は で き る が 、 例 え ば 、 「 電 車
で 移 動 中 」 等 の 詳 細 な 参 加 拒 否 理 由 を 伝 え る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の 実 施 形 態 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 例 え ば 、 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） （ 図
１ ８ の （ ６ ） ） を 受 信 し た 端 末 ２ ３ の ユ ー ザ ー Ｃ が Ｐ ｏ Ｃ 通 話 に 参 加 し な い 場 合 に 、 ユ ー
ザ ー Ｃ は 、 端 末 ２ ３ の 入 力 部 ３ ３ か ら 通 話 拒 否 の 理 由 （ 例 え ば 「 電 車 で 移 動 中 」 ） を 文 字
あ る い は 音 声 で 入 力 す る 。 端 末 ２ ３ の 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 ３ ２ は 、 通 話 拒 否
の 理 由 が 書 か れ た テ キ ス ト デ ー タ や 、 通 話 拒 否 の 理 由 が 録 音 さ れ た 音 声 デ ー タ を 付 加 デ ー
タ と し て 通 話 拒 否 通 知 （ Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ） メ ッ セ ー ジ （ 図 １ ８ の （ １ １ ） ） に 付 加 す る 。 な お 、
こ の 通 話 拒 否 通 知 （ Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ） メ ッ セ ー ジ に 対 し て も 、 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ
ッ セ ー ジ と 同 様 に 、 ボ デ ィ 部 に マ ル チ パ ー ト 形 式 で デ ー タ を 付 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 端 末 ２ ３ の 送 受 信 部 ３ １ は 、 付 加 デ ー タ が 加 え ら れ た 通 話 拒 否 通 知 を Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０
に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 通 話 拒 否 通 知 （ Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ） メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ で は 、 付 加 メ ッ
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セ ー ジ （ デ ー タ ） 処 理 部 １ ２ が メ ッ セ ー ジ を 解 析 し 、 付 加 さ れ た テ キ ス ト デ ー タ や 音 声 デ
ー タ を 端 末 ２ ３ か ら の 情 報 と し て 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 記 憶 部 １ ３ に 記 録 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 通 話 拒 否 通 知 （ Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ） を 受 信 し た Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 プ レ
ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） （ １ ２ 、 １ ３ ） を 端 末 ２ １ 及 び 端 末 ２ ２ に 、 ほ ぼ リ ア ル
タ イ ム で 送 信 す る が 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 １ ４ は 、 こ の プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知
（ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） に 対 し て 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 記 憶 部 １ ３ に 記 録 さ れ た テ キ ス ト
デ ー タ や 音 声 デ ー タ を 付 加 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 な お 、 プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） は 、 参 加 者 の プ レ ゼ ン ス 状 態 が 変 更 し た と
き に Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら 送 信 さ れ 、 プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） メ ッ セ ー ジ に
は 、 参 加 者 の プ レ ゼ ン ス 情 報 が Ｘ Ｍ Ｌ 形 式 で 記 述 さ れ る 。 Ｘ Ｍ Ｌ 形 式 は テ キ ス ト ベ ー ス で
あ る た め 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 １ ４ は 、 プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ
） に 対 し て 、 テ キ ス ト デ ー タ を 付 加 す る 場 合 に 、 コ ー デ ィ ン グ 方 式 （ い ず れ か の 機 械 可 読
形 式 ） で 記 述 し 、 音 声 ・ 画 像 な ど の バ イ ナ リ デ ー タ を 付 加 す る 場 合 に 、 Ｂ Ａ Ｓ Ｅ ６ ４ で テ
キ ス ト エ ン コ ー ド し て 記 述 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 付 加 デ ー タ が 付 加 さ れ た プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） （ 図 １ ８ の （ １ ２ ） （ １
３ ） ） を 受 信 し た 端 末 ２ １ 及 び 端 末 ２ ２ は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 中 の 付 加 デ ー タ を 抽 出 し 、 端 末 ２ ３ の
詳 細 な 参 加 拒 否 理 由 を 再 生 し て 、 表 示 部 ３ ６ ま た は ス ピ ー カ ３ ７ か ら 表 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 参 加 者 が 途 中 で Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の グ ル ー プ か ら 離 脱 す る 場 合 は 、 離 脱 す る 参 加 者 の 端
末 か ら 通 話 離 脱 通 知 （ Ｂ Ｙ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 さ れ 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ
１ ０ か ら 、 そ の 参 加 者 の 離 脱 を 通 知 す る プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） が 他 の 参 加
者 に 通 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 い ま 、 ユ ー ザ ー Ｃ が 、 参 加 中 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 グ ル ー プ か ら 離 脱 す る も の と す る と 、 図 １ ８
の シ ー ケ ン ス に お い て 、 端 末 ２ ３ か ら 、 通 話 拒 否 通 知 （ Ｂ Ｕ Ｓ Ｙ ） （ １ １ ） の 代 わ り に 、
通 話 離 脱 通 知 （ Ｂ Ｙ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ が Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 さ れ 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か
ら 、 端 末 ２ １ に 対 し て プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） （ １ ２ ） が 、 ま た 、 端 末 ２ ２
に 対 し て プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） （ １ ３ ） が 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 従 っ て 、 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 ユ ー ザ ー Ｃ が 、 端 末 ２ ３ の 入 力 部 ３ ３ か ら 離 脱
の 理 由 や 離 脱 の 挨 拶 （ 例 え ば 「 客 が 来 た の で 離 脱 し ま す 」 「 バ イ バ イ 」 等 ） を 文 字 あ る い
は 音 声 で 入 力 す る と 、 通 話 拒 否 の 場 合 と 同 様 の 手 順 で 、 そ れ ら 付 加 デ ー タ が Ｓ Ｉ Ｐ メ ッ セ
ー ジ の 通 話 離 脱 通 知 （ Ｂ Ｙ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ に 付 加 さ れ 、 さ ら に 、 プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ
Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） （ １ ２ ） （ １ ３ ） に 付 加 さ れ て 、 端 末 ２ １ 及 び 端 末 ２ ２ に 伝 え ら れ 、 端 末 ２
１ 及 び 端 末 ２ ２ の 表 示 部 ３ ６ ま た は ス ピ ー カ ３ ７ か ら 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ５ （ ａ ） は 、 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム に お け る 各 端 末 ２ １ ～ ２ ３ の 表 示 部 ３ ６ の 表 示
を 例 示 し て い る 。 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 比 較 の た め 、 従 来 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で の 表 示
を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ５ （ ｂ ） の 画 面 で 表 示 さ れ る ユ ー ザ ー Ｃ の 「 運 転 中 」 の 表 示 は 、 予 め Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア
ン ト 内 で Ｓ Ｉ Ｐ メ ッ セ ー ジ の レ ス ポ ン ス コ ー ド に 対 応 付 け さ れ た メ ッ セ ー ジ を 表 示 し て い
る だ け で あ り 、 従 来 の 仕 様 で は 、 ユ ー ザ ー が こ の メ ッ セ ー ジ を 変 更 す る こ と は で き な い 。
ま た 、 ユ ー ザ ー Ｄ の 「 離 脱 」 は 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 か ら 離 れ た 場 合 に 表 示 す る メ ッ セ ー ジ で あ り
、 こ れ も 同 様 に ユ ー ザ ー が メ ッ セ ー ジ を 変 更 す る こ と は で き な い
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 こ の 実 施 形 態 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 通
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話 拒 否 の 理 由 や 離 脱 の 理 由 等 を ユ ー ザ ー が 自 由 に 編 集 し て 通 知 す る こ と が で き る た め 、 Ｐ
ｏ Ｃ の 使 い 勝 手 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 な お 、 一 対 一 で の 通 話 中 に 、 そ の 一 方 が Ｂ Ｙ Ｅ 要 求 メ ッ セ ー ジ を 送 信 し て 通 話 を 終 了 し
た と き 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ が 、 通 話 相 手 の い な く な っ た Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト に Ｐ ｏ Ｃ 通 話 終 了
を 通 知 し 、 こ れ を 受 け て Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト が Ｐ ｏ Ｃ 通 話 を 終 了 す る よ う な Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ
ス テ ム で は 、 Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト に 対 し 、 付 加 デ ー タ を 加 え た プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ
Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） メ ッ セ ー ジ を 送 信 す る こ と が で き な い こ と に な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 し か し 、 こ の 場 合 は 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ が 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 終 了 の 通 知 に 、 一 方 の 端 末 か ら 受 信
し た 付 加 デ ー タ 付 き Ｂ Ｙ Ｅ 要 求 メ ッ セ ー ジ の ボ デ ィ 部 を そ の ま ま 加 え て 、 Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア
ン ト の 端 末 に 送 信 す る こ と で 解 決 で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 動 作 し た 端 末 を 確 認 音 の 違 い に よ り 識 別 可 能 に す る 付 加
機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 従 来 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 例 え ば ユ ー ザ ー Ｂ が 発 言 権 を 取 得 す る と 、 図 １ ９ に 示
す よ う に 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら ユ ー ザ ー Ａ の 端 末 ２ １ 及 び ユ ー ザ ー Ｃ の 端 末 ２ ３ に 発 言
権 被 取 得 通 知 が 送 信 さ れ 、 こ れ を 受 信 し た 端 末 ２ １ は 、 端 末 ２ １ に お い て 予 め 設 定 さ れ て
い る 確 認 音 を 発 生 し 、 ま た 、 端 末 ２ ３ は 、 端 末 ２ ３ に お い て 予 め 設 定 さ れ て い る 確 認 音 を
発 生 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 従 っ て 、 端 末 ２ １ で は 、 ユ ー ザ ー Ｂ が 発 言 権 を 取 得 し た 場 合 も 、 ユ ー ザ ー Ｃ が 発 言 権 を
取 得 し た 場 合 も 同 じ 確 認 音 が 鳴 動 す る た め 、 ユ ー ザ ー Ａ は 、 確 認 音 だ け で は 発 言 権 取 得 者
を 特 定 す る こ と が で き ず 、 表 示 部 の 表 示 を 見 て 発 言 権 取 得 者 を 確 認 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ の 実 施 形 態 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 ユ ー ザ ー Ｂ が 発 言 権 を 取 得 し た 場 合 に 、 ユ ー
ザ ー Ｂ の 端 末 ２ ２ に 設 定 さ れ て い る 確 認 音 が 、 端 末 ２ ２ だ け で 無 く 、 ユ ー ザ ー Ａ の 端 末 ２
１ 及 び ユ ー ザ ー Ｃ の 端 末 ２ ３ に も 発 生 し 、 ユ ー ザ ー Ｃ が 発 言 権 を 取 得 し た 場 合 に 、 ユ ー ザ
ー Ｃ の 端 末 ２ ３ に 設 定 さ れ て い る 確 認 音 が 、 端 末 ２ ３ だ け で 無 く 、 ユ ー ザ ー Ａ の 端 末 ２ １
及 び ユ ー ザ ー Ｂ の 端 末 ２ ２ に も 発 生 す る よ う に 構 成 し て い る 。 そ の た め 、 確 認 音 に よ り 発
言 権 取 得 者 を 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 各 端 末 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ で 設 定 さ れ て い る 確 認 音 の 音 デ ー タ を 各 端 末 間 で 交 換 す る た め
、 発 信 者 で あ る ユ ー ザ ー Ａ の 端 末 ２ １ は 、 設 定 さ れ て い る 確 認 音 の 音 デ ー タ （ あ る い は 端
末 に 格 納 さ れ て い る 確 認 音 の 指 定 情 報 ） を 付 加 デ ー タ と し 、 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ
） メ ッ セ ー ジ （ 図 １ ８ の （ ４ ） ） 、 ま た は 、 Ｐ ｏ Ｃ 開 始 通 知 （ Ｒ Ｅ Ｇ Ｉ Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ ） メ ッ セ
ー ジ （ 図 １ ８ の （ １ ） ） に 付 加 し て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 す る 。 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、
こ の 付 加 デ ー タ を 、 端 末 ２ ２ に 送 る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ （ 図 １ ８ の
（ ５ ） ） 及 び 端 末 ２ ３ に 送 る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） メ ッ セ ー ジ （ 図 １ ８ の （ ６ ）
） に 付 加 し て 送 信 す る 。 そ の た め 、 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ は 、 端 末 ２ １ に 設 定 さ れ て い る
確 認 音 の 音 デ ー タ を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 一 方 、 端 末 ２ ２ は 、 端 末 ２ ２ で 設 定 さ れ て い る 確 認 音 の 音 デ ー タ を 付 加 デ ー タ と し 、 通
話 開 始 応 答 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 応 答 ） メ ッ セ ー ジ （ 図 １ ８ の （ ７ ） ） に 付 加 し て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ
１ ０ に 送 信 す る 。 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 こ の 付 加 デ ー タ を 、 端 末 ２ ３ に 送 信 す る プ レ ゼ ン
ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） （ ９ ） 、 及 び 、 端 末 ２ １ に 送 信 す る プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ
Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） （ １ ０ ） に 付 加 し て 送 信 す る 。 そ の た め 、 端 末 ２ １ 及 び 端 末 ２ ３ は 、 端 末 ２
２ に 設 定 さ れ て い る 確 認 音 の 音 デ ー タ を 取 得 す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 に 参 加 す る ユ ー ザ ー Ｃ の 端 末 ２ ３ も 、 端 末 ２ ２ と 同 様 に 、 端 末 ２ ３ で
設 定 さ れ て い る 確 認 音 の 音 デ ー タ を 付 加 デ ー タ と し 、 通 話 開 始 応 答 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ 応 答 ）
メ ッ セ ー ジ に 付 加 し て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 す る 。 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 こ の 付 加 デ ー
タ を 端 末 ２ １ 及 び 端 末 ２ ２ に 送 信 す る プ レ ゼ ン ス 情 報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） に 付 加 し て 送
信 す る 。 そ の た め 、 端 末 ２ １ 及 び 端 末 ２ ２ は 、 端 末 ２ ３ に 設 定 さ れ て い る 確 認 音 の 音 デ ー
タ を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ の 確 認 音 に は 、 発 言 権 取 得 の 際 の 確 認 音 （ 取 得 音 ） だ け で な く 、 発 言 権 開 放 時 の 確 認
音 （ 開 放 音 ） や 、 切 断 時 の 確 認 音 （ 切 断 音 ） な ど も 含 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 他 の 端 末 で 設 定 さ れ て い る 確 認 音 の 音 デ ー タ を 取 得 し た 端 末 は 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら
、 発 言 権 被 取 得 通 知 （ Floor Taken） （ 図 １ ９ の （ ２ ３ ） （ ２ ４ ） ） や 発 言 権 開 放 通 知 （ F
loor Idle） （ 図 １ ９ の （ ３ ３ ） （ ３ ４ ） ） を 受 信 し た と き 、 ま た 、 離 脱 の プ レ ゼ ン ス 情
報 通 知 （ Ｎ Ｏ Ｔ Ｉ Ｆ Ｙ ） を 受 信 し た と き に 、 発 言 権 取 得 端 末 、 発 言 権 開 放 端 末 、 あ る い は
離 脱 端 末 で 設 定 さ れ て い る 確 認 音 を 鳴 動 す る 。 そ の た め 、 ユ ー ザ ー は 、 確 認 音 を 聞 く だ け
で 、 動 作 し た 端 末 を 識 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 図 ６ は 、 確 認 音 に よ る 端 末 識 別 の 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 い ま 、 端 末 １ が （ ａ ） 、 端 末 ２ が （ ｂ ） 、 そ し て 、 端 末 ３ が （ ｃ ） の 音 設 定 を し て い た
と す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 従 来 の Ｐ ｏ Ｃ 仕 様 で は 、 端 末 １ が 発 言 権 を 取 得 し た 場 合 に 、 端 末 ２ で は 「 発 言 権 取 得 音
２ 」 が 鳴 動 し 、 端 末 ３ で は 「 発 言 権 取 得 音 ３ 」 が 鳴 動 す る 。 こ の た め 、 誰 が 発 言 権 を 取 っ
た か を 確 認 す る た め に は 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 中 の 画 面 を 確 認 す る 以 外 に 方 法 が な い 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ れ に 対 し て 、 こ の 実 施 形 態 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 端 末 １ が 発 言 権 を 取 得 し た 場
合 に 、 端 末 ２ 及 び 端 末 ３ で は 「 発 言 権 取 得 音 １ 」 が 鳴 動 し 、 端 末 ２ が 発 言 権 を 取 得 し た 場
合 に 、 端 末 １ 及 び 端 末 ３ で は 「 発 言 権 取 得 音 ２ 」 が 鳴 動 す る 。 そ の た め 、 こ の 音 を 聞 く だ
け で 誰 が 発 言 権 を 取 得 し た か が 分 か る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 な お 、 こ の よ う に 発 言 者 ご と に 音 を 変 え る こ と は 、 各 ユ ー ザ ー の 端 末 に お い て 、 他 の 端
末 と 鳴 動 音 と の 対 応 付 け を 行 い 、 発 言 権 取 得 端 末 に 対 応 付 け た 音 を 鳴 動 さ せ る こ と で も 実
現 は 可 能 で あ る 。 し か し 、 こ う し た 方 法 で は 、 新 し い Ｐ ｏ Ｃ 通 話 対 象 者 が 増 え る 度 に 設 定
を 追 加 し て い く 必 要 が あ る た め 、 設 定 が 煩 わ し い 。 こ の 実 施 形 態 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で
は 、 こ う し た 手 間 を 掛 け ず に 、 発 言 者 が 誰 で あ る か を 音 だ け で 判 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 で は 、 各 ユ ー ザ ー の 端 末 か ら 配 信 さ れ た ユ ー ザ ー ア イ コ ン を 当
該 ユ ー ザ ー に 対 応 付 け て 表 示 す る 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 従 来 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ ー Ａ が 、 自 己 の 端 末 ２ １ に お い て 、 ユ
ー ザ ー Ｂ に 対 応 す る ユ ー ザ ー ア イ コ ン や ユ ー ザ ー Ｃ に 対 応 す る ユ ー ザ ー ア イ コ ン を 設 定 す
る こ と で 、 端 末 ２ １ の 画 面 に 、 ユ ー ザ ー Ｂ が 発 言 権 を 取 得 し て い る と き に ユ ー ザ ー Ｂ 対 応
の ユ ー ザ ー ア イ コ ン を 表 示 さ せ 、 ユ ー ザ ー Ｃ が 発 言 権 を 取 得 し て い る と き に ユ ー ザ ー Ｃ 対
応 の ユ ー ザ ー ア イ コ ン を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の 実 施 形 態 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 こ う し た 他 の ユ ー ザ ー に 対 応 す る ユ ー ザ ー ア
イ コ ン の 設 定 操 作 を 行 わ な く て も 、 ユ ー ザ ー Ａ の 端 末 ２ １ に 、 ユ ー ザ ー Ｂ の 端 末 ２ ２ か ら
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ユ ー ザ ー Ｂ 用 の ア イ コ ン デ ー タ が 配 信 さ れ 、 ユ ー ザ ー Ｃ の 端 末 ２ ３ か ら ユ ー ザ ー Ｃ 用 の ア
イ コ ン デ ー タ が 配 信 さ れ る 。 同 様 に 、 ユ ー ザ ー Ｂ の 端 末 ２ ２ に は 、 ユ ー ザ ー Ａ の 端 末 ２ １
か ら ユ ー ザ ー Ａ 用 の ア イ コ ン デ ー タ が 配 信 さ れ 、 ユ ー ザ ー Ｃ の 端 末 ２ ３ か ら ユ ー ザ ー Ｃ 用
の ア イ コ ン デ ー タ が 配 信 さ れ る 。 ま た 、 ユ ー ザ ー Ｃ の 端 末 ２ ３ に は 、 ユ ー ザ ー Ａ の 端 末 ２
１ か ら ユ ー ザ ー Ａ 用 の ア イ コ ン デ ー タ が 配 信 さ れ 、 ユ ー ザ ー Ｂ の 端 末 ２ ２ か ら ユ ー ザ ー Ｂ
用 の ア イ コ ン デ ー タ が 配 信 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ の ア イ コ ン デ ー タ の 配 信 は 、 第 ３ の 実 施 形 態 で 示 し た 確 認 音 の 情 報 と 同 様 の 手 順 で 行
わ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ７ は 、 ユ ー ザ ー ア イ コ ン 配 信 の 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。 ユ ー ザ ー Ａ が 発
言 権 を 取 得 す る と 、 各 端 末 の 画 面 に は 、 「 発 言 者 ： ユ ー ザ ー Ａ 」 の 表 示 と と も に ユ ー ザ ー
Ａ の ア イ コ ン が 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 従 来 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 発 言 権 を 取 得 し た 人 の ア イ コ ン デ ー タ を 表 示 す る た め
に は 、 予 め こ の ア イ コ ン デ ー タ と ユ ー ザ ー と の 対 応 を 設 定 し て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 こ の 実 施 形 態 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 こ の ア イ コ ン デ ー タ を Ｐ ｏ Ｃ 通 話 開 始 時 に 送
信 し 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 中 端 末 に 表 示 で き る よ う に す る こ と で 、 端 末 で の 、 対 応 づ け の 手 間 を 省
く こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 こ こ で は ユ ー ザ ー ア イ コ ン の 配 信 に つ い て 説 明 し た が 、 同 じ よ う に 、 各 ユ ー ザ ー
が 設 定 し た Ｂ Ｇ Ｍ の Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ 音 楽 デ ー タ を 各 端 末 間 で 配 信 し 、 各 端 末 ２ １ ～ ２ ３ の ス ピ ー
カ ３ ７ か ら 、 ユ ー ザ ー Ａ が 発 言 権 を 取 得 し て い る と き は ユ ー ザ ー Ａ の 設 定 し た Ｂ Ｇ Ｍ が 流
れ 、 ユ ー ザ ー Ｂ が 発 言 権 を 取 得 し て い る と き は ユ ー ザ ー Ｂ の 設 定 し た Ｂ Ｇ Ｍ が 流 れ る 、 と
言 う よ う に 、 発 言 権 を 取 得 し た ユ ー ザ ー ご と に Ｂ Ｇ Ｍ を 変 え る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 （ 第 ５ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 で は 、 通 話 参 加 者 の 端 末 の 能 力 を 端 末 同 士 で 交 換 し 、 各 端 末 で
サ ポ ー ト さ れ た 機 能 の み を 使 っ て Ｐ ｏ Ｃ 通 話 を 行 う 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 端 末 は 、 第 １ ～ 第 ４ の 実 施 形 態 に 示 す 各 種 の 付 加 機 能 な ど を 加 え て バ ー ジ ョ ン ア ッ プ が
図 ら れ る 。 し か し 、 実 際 に 使 用 さ れ る 端 末 に は 、 全 て の 付 加 機 能 に 対 応 す る も の や 、 そ の
一 部 の 機 能 だ け に 対 応 す る も の な ど 、 種 々 の 能 力 の 端 末 が 含 ま れ て お り 、 バ ー ジ ョ ン の 差
が 存 在 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ の 実 施 形 態 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 通 話 参 加 者 の 各 端 末 が 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 開 始 時
に 能 力 情 報 を 交 換 し 、 い ず れ か の 端 末 で サ ポ ー ト さ れ て い な い 機 能 は オ フ に し て Ｐ ｏ Ｃ 通
話 を 実 行 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 能 力 情 報 の 交 換 は 、 第 ３ の 実 施 形 態 で 示 し た 確 認 音 の 情 報 の 配 信 と 同 様 の 手 順 で 行 わ れ
る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 ８ は 、 能 力 交 換 に よ る 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 端 末 １ に は 、 機 能 Ａ 、 機 能 Ｂ 、 機 能 Ｃ が 実 装 さ れ 、 端 末 ２ に は 、 機 能 Ａ 、 機 能 Ｃ 、 機 能
Ｄ が 実 装 さ れ 、 ま た 、 端 末 ３ に は 、 機 能 Ａ の み が 実 装 さ れ て い る と す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 （ 場 面 １ ） 端 末 １ と 端 末 ２ が 通 話 を 開 始 す る 場 合 、 両 端 末 が 共 に 有 す る 機 能 Ａ 及 び 機 能
Ｃ の み が 有 効 に な る 。
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　 （ 場 面 ２ ） 場 面 １ の 状 態 で 端 末 ３ が 通 話 に 加 わ る と 、 端 末 １ 、 端 末 ２ 、 端 末 ３ が 共 に 有
す る 機 能 Ａ の み が 有 効 に な る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 開 始 時 に Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト の 持 つ 機 能 を Ｐ ｏ Ｃ 通 話 参 加 者 同
士 で 交 換 し 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 参 加 者 が サ ポ ー ト し て い な い 機 能 を オ フ に す る こ と で 、 Ｐ ｏ Ｃ ク
ラ イ ア ン ト の バ ー ジ ョ ン の 差 を 無 く す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 Ｐ ｏ Ｃ ク ラ イ ア ン ト の
バ ー ジ ョ ン ア ッ プ が 行 わ れ た と し て も 、 上 位 互 換 性 を 保 つ こ と が で き 、 新 旧 の Ｐ ｏ Ｃ ク ラ
イ ア ン ト 同 士 で の 通 話 を 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 （ 第 ６ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 で は 、 発 言 権 を 取 得 し よ う と す る 発 言 者 の オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー
ジ を 各 端 末 に 配 信 す る 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 発 言 の 際 に オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ （ 例 え ば 、 参 加 者 に 知
ら せ る 電 話 番 号 な ど ） を 他 の ユ ー ザ ー に 伝 え よ う と す る ユ ー ザ ー Ａ は 、 自 己 の 端 末 ２ １ の
入 力 部 ３ ３ か ら オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ を 入 力 し た 後 、 端 末 ２ １ の 通 話 ボ タ ン を 押 下 し て 発
言 権 を 取 得 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 こ の 操 作 で 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 端 末 ２ １ か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 、 オ リ ジ ナ ル メ ッ
セ ー ジ の 付 加 さ れ た 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） （ ２ １ ） が 送 信 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 前 述 す る よ う に 、 Ｐ ｏ Ｃ 仕 様 で は 、 発 言 権 の 取 得 要 求 が Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ を 用 い て 行 わ れ る 。 発
言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） の Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト は 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す デ ー タ 構 造 を
有 し て お り 、 各 パ ラ メ ー タ が 図 ９ （ ｂ ） の よ う に 設 定 さ れ る が 、 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム
で は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） の Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト に Ｓ
Ｄ Ｅ Ｓ （ Source Description） パ ケ ッ ト が 付 加 さ れ て 、 「 複 合 Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト 」 の 形 で
Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 さ れ る 。 こ の 複 合 Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト の 各 パ ラ メ ー タ を 図 １ １ に 示
し て い る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト は 、 参 加 者 の メ ー ル ア ド レ ス や 電 話 番 号 を 通 知 す る た め の も の で 、 図
１ ２ に 示 す 構 造 を 有 し 、 そ の 中 に 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 独 自 に 定 義 で き る Ｐ Ｒ Ｉ Ｖ （ Priv
ate） 領 域 を 備 え て い る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 端 末 ２ １ の 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 ３ ２ は 、 入 力 部 ３ ３ か ら 入 力 さ れ た オ リ ジ
ナ ル メ ッ セ ー ジ を Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト の Ｐ Ｒ Ｉ Ｖ 領 域 に 書 き 込 み 、 こ の Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト を
発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） の Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト に 付 加 す る 。 こ う し て 得 ら れ た 発
言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） が 送 受 信 部 ３ １ か ら Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 こ の 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） を 受 信 し た Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ で は 、 付 加 メ ッ セ
ー ジ （ デ ー タ ） 処 理 部 １ ２ が 受 信 デ ー タ を 解 析 し 、 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） に
付 加 さ れ て い る Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ 情 報 を 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 記 憶 部 １ ３ に 記 録 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） を 受 信 し た Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ は 、 図 １ ９ に 示 す よ う
に 、 発 言 権 被 取 得 通 知 （ Floor Taken） を 他 の 端 末 に 送 信 す る が 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー
タ ） 生 成 部 １ ４ は 、 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に 送 る 発 言 権 被 取 得 通 知 （ Floor Taken） （ 図
１ ９ の （ ２ ３ ） 、 （ ２ ４ ） ） に 対 し て 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 記 憶 部 １ ３ に 記 録 さ れ
た Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ 情 報 を 付 加 し 、 発 言 権 被 取 得 通 知 （ Floor Taken） と Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ 情 報 と の 「 複 合
Ｒ Ｔ Ｃ Ｐ パ ケ ッ ト 」 が 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ が Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら 送 ら れ た 発 言 権 被 取 得 通 知 （ Floor Take
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n） を 受 信 す る こ と に よ り 、 発 信 者 の オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ は 、 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に
伝 え ら れ る 。 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ は 、 こ の オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ を 表 示 部 ３ ６ に 表 示 す
る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 図 １ ３ （ ａ ） は 、 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム に お け る 端 末 ２ ２ 、 ２ ３ の 表 示 部 ３ ６ の 表 示
を 例 示 し て い る 。 ま た 、 図 １ ３ （ ｂ ） は 、 比 較 の た め 、 従 来 の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で の 表
示 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 １ ３ （ ｂ ） の 場 合 は 、 発 言 者 が 参 加 者 に 情 報 を 伝 え る 手 段 は 音 声 の み で あ る た め 、 ユ
ー ザ ー Ａ が 「 ０ ４ ５ － ９ ９ ９ ９ － ９ ９ ９ ９ に 電 話 し て 。 」 と 発 言 し て も 、 聞 き 逃 し や 聞 き
違 い な ど の ミ ス が 発 生 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 図 １ ３ （ ａ ） の 場 合 に は 、 発 言 権 取 得 時 に テ キ ス ト デ ー タ を 送 信 ／ 表 示 で き る の で 、 ユ
ー ザ ー Ａ は 「 今 送 っ た 電 話 番 号 の ０ ４ ５ － ９ ９ ９ ９ － ９ ９ ９ ９ に 電 話 し て 。 」 と 発 言 す る
こ と に よ り 、 聞 き 逃 し や 聞 き 違 い な ど の ミ ス を 防 ぐ こ と が で き る 。 そ の た め 、 Ｐ ｏ Ｃ で の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が よ り ス ム ー ス に な る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 （ 第 ７ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 で は 、 発 言 時 の 感 情 を 表 現 し た ア イ コ ン を 各 端 末 に 配 信 す る 付
加 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム の 各 端 末 ２ １ ～ ２ ３ は 、 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 保 持 部 ３ ４
に 、 予 め 、 笑 い 顔 や 悲 し い 顔 な ど の 感 情 を 表 し た ア イ コ ン を 複 数 保 持 し て い る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 例 え ば 、 ユ ー ザ ー Ａ は 、 楽 し い 話 題 を 発 言 す る 場 合 に 、 端 末 ２ １ の 入 力 部 ３ ３ か ら 笑 い
顔 の ア イ コ ン を 番 号 で 指 定 し て 、 端 末 ２ １ の 通 話 ボ タ ン を 押 下 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 端 末 ２ １ の 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 ３ ２ は 、 入 力 部 ３ ３ か ら 指 定 さ れ た ア イ コ
ン デ ー タ を 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 保 持 部 ３ ４ か ら 読 み 出 し て Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト の Ｐ Ｒ
Ｉ Ｖ 領 域 に 書 き 込 む 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 こ の Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト は 、 第 ６ の 実 施 形 態 の オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ と 同 様 に 、 発 言 権 取
得 要 求 （ Floor Request） パ ケ ッ ト に 付 加 さ れ て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 さ れ 、 ま た 、 発
言 権 被 取 得 通 知 （ Floor Taken） パ ケ ッ ト に 付 加 さ れ て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら 端 末 ２ ２ 、
２ ３ に 送 信 さ れ る 。 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ は 、 Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト で 送 ら れ た ア イ コ ン を 表
示 部 ３ ６ に 表 示 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 図 １ ４ は 、 ユ ー ザ ー Ａ が 「 可 笑 し い 」 ア イ コ ン を 指 定 し て 発 言 権 を 取 得 し た と き 、 そ の
ア イ コ ン が 参 加 者 全 員 の 端 末 に 送 付 さ れ 、 各 端 末 の 画 面 に 表 示 さ れ る 様 子 を 示 し て い る 。
こ う し た ア イ コ ン の 表 示 に よ り 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 中 の 表 現 の 幅 を 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 （ 第 ８ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 形 態 で は 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 へ の 参 加 中 に 撮 影 し た 写 真 を 各 端 末 に 配 信 す
る 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム の 各 端 末 ２ １ ～ ２ ３ は カ メ ラ 機 能 を 具 備 し て お り 、 ユ ー ザ ー が
写 真 を 撮 影 し た 後 、 端 末 の 通 話 ボ タ ン を 押 下 す る こ と に よ っ て 、 撮 影 し た 画 像 を 他 の 端 末
に 送 信 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 の 画 像 デ ー タ の 送 信 手 順 は 、 第 ６ の 実 施 形 態 の オ リ ジ
ナ ル メ ッ セ ー ジ や 第 ７ の 実 施 形 態 の ア イ コ ン デ ー タ と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
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　 図 １ ５ は 、 ユ ー ザ ー Ａ が 写 真 を 撮 っ た 後 、 発 言 権 を 取 得 し て 画 像 を 送 信 し た と き に 、 そ
の 画 像 が 表 示 さ れ た 受 信 側 端 末 の 画 面 を 例 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 中 に 撮 影
し た 写 真 の 表 示 を 可 能 に す る こ と で Ｐ ｏ Ｃ 通 話 の 表 現 の 幅 が 広 が る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 （ 第 ９ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 形 態 で は 、 発 言 権 取 得 時 に 発 言 権 開 放 時 刻 を 各 端 末 に 通 知 す る 付 加
機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 発 言 権 を 取 得 し よ う と す る ユ ー ザ ー が 、 予 定 し て い る 発
言 権 開 放 時 刻 を 端 末 の 入 力 部 ３ ３ か ら 入 力 し た 後 、 端 末 の 通 話 ボ タ ン を 押 下 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 入 力 さ れ た 発 言 権 開 放 時 刻 は 、 第 ６ の 実 施 形 態 の オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ と 同 じ 手 順 で 他
の ユ ー ザ ー の 端 末 に 送 信 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 発 言 権 開 放 時 刻 を 受 信 し た 端 末 は 、 発 言 権 終 了 ま で の カ ウ ン ト ダ ウ ン を 表 示 し 、 カ ウ ン
ト が ０ の 時 点 で 鳴 動 す る 。 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 前 の 発 言 の 終 了 か ら 、 間 を 置 か
ず に 次 の 発 言 者 が 発 言 権 を 取 得 し て 発 言 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ス ム ー ス な 会 話 が 実 現 で
き る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 （ 第 １ ０ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 形 態 で は 、 発 言 権 取 得 時 の 操 作 に 応 じ て 受 信 側 端 末 の 確 認 音 を 変
更 す る 付 加 機 能 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 こ の Ｐ ｏ Ｃ 通 話 シ ス テ ム で は 、 例 え ば 、 ユ ー ザ ー Ａ が 、 端 末 ２ １ の 入 力 部 ３ ３ か ら 特 別
の 操 作 を 行 わ ず に 、 通 話 ボ タ ン を 押 下 し て 発 言 権 を 取 得 す る と 、 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら 発
言 権 被 取 得 通 知 （ Floor Taken） を 受 信 し た 端 末 ２ ２ 、 ２ ３ は 、 発 言 者 の 表 示 を ユ ー ザ ー
Ａ に 変 え る と と も に 、 各 端 末 が 通 常 使 用 し て い る 確 認 音 を 鳴 動 す る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 一 方 、 ユ ー ザ ー Ａ が 、 端 末 ２ １ の 入 力 部 ３ ３ か ら 確 認 音 を 指 定 し て 通 話 ボ タ ン を 押 下 す
る と 、 端 末 ２ １ の 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部 ３ ２ は 、 入 力 部 ３ ３ よ り 指 定 さ れ た 確
認 音 の 音 デ ー タ を 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 保 持 部 ３ ４ か ら 読 み 出 し て 、 Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ
ト の Ｐ Ｒ Ｉ Ｖ 領 域 に 書 き 込 み 、 こ の Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト を 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request
） パ ケ ッ ト に 付 加 し て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ に 送 信 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 こ の 確 認 音 の 音 デ ー タ は 、 第 ６ の 実 施 形 態 の オ リ ジ ナ ル メ ッ セ ー ジ と 同 様 に 、 発 言 権 被
取 得 通 知 （ Floor Taken） に 付 加 さ れ て Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ １ ０ か ら 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ に 送
信 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 発 言 権 被 取 得 通 知 （ Floor Taken） を 受 信 し た 端 末 ２ ２ 及 び 端 末 ２ ３ は 、 発 言 者 の 表 示
を ユ ー ザ ー Ａ に 変 え る と と も に 、 付 加 さ れ た 確 認 音 の 音 デ ー タ を 再 生 す る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 図 １ ６ は 、 こ の 付 加 機 能 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ ６ （ ａ ） は 、 ユ ー ザ ー Ａ が 確 認 音 を
指 定 せ ず に 発 言 権 を 取 得 し た 場 合 を 示 し て お り 、 こ の と き に は 確 認 音 デ ー タ が 受 信 側 に 送
ら れ ず 、 受 信 側 の 端 末 で は 、 通 常 使 用 し て い る 発 言 権 取 得 音 が 鳴 動 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 図 １ ６ （ ｂ ） は 、 ユ ー ザ ー Ａ が 確 認 音 の 指 定 操 作 を 行 っ た 後 に 発 言 権 を 取 得 し た 場 合 を
示 し て お り 、 こ の と き に は 確 認 音 デ ー タ が 受 信 側 に 送 ら れ 、 こ の デ ー タ に 基 づ い て 「 ピ ン
ポ ー ン 」 と い う 音 が 受 信 側 の 端 末 で 再 生 さ れ る 。 こ う す る こ と で 、 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 中 の 表 現 の
幅 を 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
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　 以 上 、 本 発 明 の 各 種 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に お い て 示 さ れ た 事
項 に 限 定 さ れ ず 、 明 細 書 の 記 載 、 並 び に 周 知 の 技 術 に 基 づ い て 、 当 業 者 が そ の 変 更 ・ 応 用
す る こ と も 本 発 明 の 予 定 す る と こ ろ で あ り 、 保 護 を 求 め る 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ５ ９ 】
　 本 発 明 は 、 Ｐ ｏ Ｃ シ ス テ ム や 、 そ の 装 置 、 Ｐ ｏ Ｃ シ ス テ ム で の デ ー タ 送 信 方 法 に 適 用 し
て 、 Ｐ ｏ Ｃ シ ス テ ム の 機 能 拡 充 を 可 能 に す る も の で あ り 、 使 い 勝 手 の 良 い Ｐ ｏ Ｃ シ ス テ ム
を 実 現 す る 上 で 極 め て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ６ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 携 帯 端 末 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 通 話 開 始 要 求 （ Ｉ Ｎ Ｖ Ｉ Ｔ Ｅ ） の デ ー タ 構 成 例
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 付 加 機 能 の 説 明 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 付 加 機 能 の 説 明 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 付 加 機 能 の 説 明 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 付 加 機 能 の 説 明 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に お け る 付 加 機 能 の 説 明 図
【 図 ９ 】 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） の デ ー タ 構 造 を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に お け る 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） の デ ー タ
構 造 を 示 す 図
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 発 言 権 取 得 要 求 （ Floor Request） の パ ラ メ ー タ を 示 す 図
【 図 １ ２ 】 Ｓ Ｄ Ｅ Ｓ パ ケ ッ ト の 構 造 を 示 す 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に お け る 付 加 機 能 の 説 明 図
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に お け る 付 加 機 能 の 説 明 図
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 形 態 に お け る 付 加 機 能 の 説 明 図
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 形 態 に お け る 付 加 機 能 の 説 明 図
【 図 １ ７ 】 Ｐ ｏ Ｃ シ ス テ ム の 概 念 図
【 図 １ ８ 】 Ｐ ｏ Ｃ シ ス テ ム で の セ ッ シ ョ ン 開 始 時 の シ ー ケ ン ス を 示 す 図
【 図 １ ９ 】 Ｐ ｏ Ｃ シ ス テ ム で の 発 言 権 確 保 の シ ー ケ ン ス を 示 す 図
【 図 ２ ０ 】 Ｐ ｏ Ｃ 通 話 中 の 端 末 の 画 面 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ６ １ 】
　 １ ０ 　 Ｐ ｏ Ｃ サ ー バ
　 １ １ 　 受 信 部
　 １ ２ 　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 処 理 部
　 １ ３ 　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 記 憶 部
　 １ ４ 　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部
　 １ ５ 　 送 信 部
　 ２ ０ 　 端 末
　 ２ １ 　 端 末
　 ２ ２ 　 端 末
　 ２ ３ 　 端 末
　 ３ １ 　 送 受 信 部
　 ３ ２ 　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 生 成 部
　 ３ ３ 　 入 力 部
　 ３ ４ 　 付 加 メ ッ セ ー ジ （ デ ー タ ） 保 持 部
　 ３ ５ 　 出 力 デ バ イ ス
　 ３ ６ 　 表 示 部
　 ３ ７ 　 ス ピ ー カ
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　 ４ ０ 　 携 帯 電 話 網

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

(24) JP 2007-201916 A 2007.8.9



【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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